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今、住宅に求めること

南川　　今回で、ダイワハウスコンペティションは第16回を迎えます。新
型コロナウイルス感染症（以下、コロナ）の影響で、2020年は開催を中止し
ました。2019年に開催した第15回のテーマ「愛の家」では、多義的でさ
まざまな解釈ができるテーマにしたところ、多様で優れた案が集まり、最
終審査では激しい議論が交わされました。今回も「住宅」を課題の土台と
して、前回に引き続き内容を深めていきたいと思います。よろしくお願いい
たします。
司会　　コロナによってもたらされた暮らしの変化は、建築家や建築学生
だけではなく、建築を専門としない多くの人びとに家というものを見直す機
会を与えたと思います。審査員の方がたは、コロナを経験して、家につい
てどのようなことを考えましたか。
平田　　家や生活に対してさまざまな考え方があることを改めて実感しまし
た。私は、コロナ以前は京都と東京を頻繁に往復する生活をしていましたが、
この1年は移動が極端に減りました。同じ場所に長い時間にとどまっている
ことが多くなったことで、居場所が分散している状態が自分には心地よかっ
たのだと気づきました。さまざまな場所を移動することでバランスを取って
いたんです。
青木　　私は逆に移動しないことがいかに快適かを知りました（笑）。生活
に対してさまざまな考え方があるということですね。遠出できなくなり、近く
の公園に行く機会が増えました。よく観察してみると、コロナ以前は、みん
なで集まって騒いだり遊んだりするために公園を利用していましたが、外食
ができなくなっている今、公園にご飯をもってきて静かに語らいながら食べ
る人が増えています。集まっていても宴会ではなく、会話に参加してもしな
くてもよいという関係がつくられています。これが本来の公園のあり方なの
だなと思うのです。
南川　　働き方にもリモートワークやフレックスタイムが導入され、多様な
生活に合わせた働き方ができるようになってきました。

小堀　　外資系企業では出社率が30〜40%以下になっています。社員の
中には家を改装したり、マンションに住んでいた人が戸建て住宅を購入する
ケースが増えているそうです。今まで家に求められなかったことが求められる
ようになり、住宅が新しいビルディングタイプになる予感がします。また、リモー
トワークの浸透によって、オンラインで会話をする機会も増えました。移動
しなくても会話ができて便利になった一方で、失われていることも多いと感
じます。「不便益」という言葉があるように、面倒臭い、不便だと思っていた
ことが実は重要であることがたくさんあります。山登りも歩いて山を登るのは
不便ですが、ロープウェイを使わないからこそ楽しいわけですよね。
青木　　そうですね。技術的には人と直接会って行わなければならないこ
とと、オンラインで済ませられることを分けられるようになっていますが、物
理的な都市や住宅、生活習慣はまだまだそれに合わせられていないように
思います。
小堀　　19世紀にフランス・セーヌ県知事のジョルジュ・オスマンは、病
気や疫病が蔓延するパリを、直線を基盤とした衛生的な都市へと整備しま
した。衛生環境は改善したものの、古い街並みやごちゃごちゃした場所は
失われ、都市の面白さが減ってしまいました。命に変えることはできません
が、面倒なことや不便なこと、汚いものと共存することも必要なのではない
かと感じています。
堀部　　私はコロナが、現代に地球が抱える問題の氷山の一角に過ぎない
と思っています。一見天災だと思われるかもしれませんが、成長を前提とし
た社会、行き過ぎた資本主義、自然破壊や侵略など、近代以降の人間の
驕りによる結果ではないでしょうか。ですから、コロナに特化した対処療法
的な考え方では何も解決しないと思います。根本的な見直しが必要です。
平田　　そうですね。コロナ単体で考えず、大きな問題の一部としてとらえ
ることが大事だと思います。
青木　　いつかコロナが収束する時が訪れると思いますが、その時に、た
だ元の世界に回帰するのではなく、今感じていることをもう1度じっくり考え
たうえで、次の時代をつくっていかなければならないでしょう。今抱えてい
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る問題をいっぺんで解決する大革命は難しいので、まずは身近な問題や手
が付けやすい問題から取り組むべきだと思います。

空間に働きかけ、読み替える

青木　　たとえば、美術館は展覧会の度に壁をたくさん立てて設営して会
場構成をしますが、会期が終わるとすべて産業廃棄物になってしまいます。
そういうことを考えると、そもそも展覧会は美術館のいちばん重要な役割な
のかと反省する必要があるかもしれない。今回、コロナを経験して住宅を
考えるうえでも、そもそも、ということから考えるのが重要かもしれません。
平田　　そもそも、ということから家を考える時、最近気になっているのは、
一般の人でも場所を読み替えて使っている例が増えてきたということです。
南川　　そうですね。家が、「帰る場所」から「生きる場所」へと変化して
います。
平田　　生きるとは、自分の置かれている環境を自由に読み替えていくこと
といえるかもしれません。空間を自分自身と紐付けられたものにしていく。
小堀　　在宅勤務を続ける人に話を聞いたところ、自宅の作業環境を整
備してみたら、居心地があまりにもよくて、オフィスに行く理由がなくなって
しまったそうです。自分で場所をカスタマイズすることに歓びを見つけて、ど
ういう場所で働くのがいちばんポテンシャルが高いかということに気が付い
てしまったんです。
青木　　ひとつの家であっても、世代によって改修したり読み替えて使った

りできるように、ある生活像のための
住宅ではない、さまざまな働きかけが
できる家をつくることが重要だと思い
ます。
南川　　言葉として適切ではないかも
しれませんが、「無駄のある家」といえ
そうですね。ある人にとっては無駄で
あっても、別の誰かにとっては無駄で
はない。または、今までは無駄だった
ものが、ある時からは必要なものにな
る。さまざまな関わり方ができるから

こそ無駄であるし、必要でもあるのでしょう。
青木　　面白いですね。無駄とは、それをどう使うのかによって判断基準
が異なるのですね。
平田　　先ほど青木さんが展覧会の例を挙げられましたが、無駄がない
ものは役割を終えた瞬間にゴミになってしまう。読み替えの可能性が低い
からともいえるのではないでしょうか。
堀部　　しかし、空間の読み替えは力のある人にしかできないことだ思い
ます。センスもあって、しかも生活や心身に余力がある時に限られます。そ
のような強い人ばかりではないので、みんなが使えるような仕組みを考える

方がよいでしょう。たとえば京間は、すべて内法寸法で決まっているので、
6畳であろうと8畳であろうと、畳、襖、欄間のサイズがすべて同じなので、
家が変わっても使い回せます。みんなが使える拠り所があることで、自由に
居場所を読み替えることができると思います。

他者を意識し五感で家を考える

堀部　　前回のテーマ「愛の家」も、その前のテーマ「太っ腹の家」も、私
たちは五感を駆使して家を考えてほしいという思いがありましたが、応募案
を見ると、言葉のゲームとして考えてしまっている傾向を感じました。
青木　　言葉が強かったのかもしれませんね。
平田　　あまり概念的ではない素朴な言葉で、先ほど議論したように、人
や空間に働きかけることを誘発するようなテーマがよいと思います。
堀部　　「利他」という言葉はどうでしょうか。利他とは、他者を考えるこ
とで自分の感覚を見直したり研ぎ澄ま
せたりする概念です。他者を知り、共
存を考えることで自分の五感も豊かに
なると思います。
青木　　そうですね。ひとりのための
家と複数の人が集まって住む家では
住宅の考えも異なります。このコンペ
では、今一度他者に思いを馳せて集
まる家について考えてもらいたい。ひ
とりだけのための環境では、体験とし
て何かを感じる装置のような場所をつ
くることはできますが、それでは家の本質を語ることはできません。環境と
自分だけではなく、他者が要素として入ることが今こそ重要だと思います。
それをどのように考えるかを出発点にするのがよいでしょう。
小堀　　京都大学の山極壽一教授が、人間が集まり空間の空気が一瞬
盛り上がる社交こそ、人間が進化の過程で獲得した、ほかの動物とは異な
る特徴だと論じていました。住宅の茶の間や応接室はその中で生まれたの
でしょう。住むうえで絶対に必要な場所ではありませんが、家に人が来る
場所をつくることで人がアガる瞬間をつくっていたのでしょう。
平田　　今の社会が抱える問題は真剣に考える必要がありますが、真剣に
なり過ぎると元気が出ません。盛り上がったり元気になったりしていくと、知
らぬ間に連鎖を生んで何かが解決に向かうこともあるのではないでしょうか。
堀部　　少し気になるのは、「盛り上がる」や「元気」という言葉によって、
これまでの負の出来事をリセットして、緩んだ地盤を顧みずに上だけを向い
てしまう提案が出てくるのではないかということです。盛り上がる仕掛けをつ
くっても、今まで置き去りにされていた問題が解決するわけではなく、むし
ろ露呈してしまいます。
青木　　確かに「盛り上がる」や「元気」という言葉は誤解を与えるかもし

れませんね。何のために人が集まっているのかという本質に迫るには、人
と人、ものと人の触れ合いを表す言葉がよいと思います。
小堀　　「高め合う」という言葉はどうでしょうか。先日、細胞の専門家に
話を聞く機会がありました。細胞は分裂する時に、互いに隣接する細胞を

意識しながら分裂するそうです。他人
があるからこそ自分があるように、細
胞もお互いがより多く増殖できるよう
に高め合っているのです。
南川　　周りがいてこそ高まるという
のは、魅力的な考えですね。
堀部　　「高め合う」だとまだ言葉が
強いように感じます。抽象度が高すぎ
ると同じようなアイデアが出てきてしま
う可能性が高いと思いますし、これま
でとテーマがあまり変わっていないとと

らえられるかもしれません。
青木　　たしかに「高め合う」だと、抽象的ですが、「高まり高められる家」
のようにふたつの言葉を繋ぐと、さまざまな関係を含めて「高まる」といって
いることが伝わると思います。
南川　　能動態と受動態を組み合わせることで、自分と他者を意識してほ
しいという意図が明確になりますね。

触れて触れられる家

堀部　　ゴリラとチンパンジーの違いのひとつは、ゴリラは鏡に映った自分
の顔を見て他者だと認識する一方、チンパンジーは鏡に映った自分の顔を
見て自分だと認識するところだそうです。その理由は、チンパンジーは、仲
間と喧嘩したり戯れたりする時間が長いからで、触れ合って肉体的に他者
を知ることで自分を認知しているのです。
青木　　「触れる」という言葉はよいかもしれません。「触

ふ

れる」と「触
さわ

る」は
ニュアンスが異なります。「触れる」は、触れた対象と関係をもつという意
味で、「触る」は物理的な対象として
触ることを指しています。だから医師
の触診は、「触れる」ではなくて「触る」
なのだそうです。医師が気持ちをもって
「触れる」と患者が怖がるので、ものと
して「触る」必要があるのです。伊藤
亜紗さんの『手の倫理』（講談社、2020）
を思い出しました。
司会　　「触れる」は、琴線に触れる、
怒りに触れる、話題に触れる、人の
目に触れる、核心に触れる、のように

目に見えないものに対しても使う言葉ですね。
小堀　　コロナによって、手摺りに掴まったり、握手することを躊躇うほど
「触る」ことが避けられています。こうした状況下では、「触れる」という言葉
がもつ意味を考えさせられますね。
平田　　「触れて触れられる」と反復する方が、相互作用なのだという思い
が込められてよいと思います。
青木　　そうですね。抽象化された言葉では、「触れる」とは何かから考
え始めてしまう可能性があるので、文章にして関係性を伝えましょう。
南川　　いいですね。議論の内容が盛り込まれたテーマになっていると思
います。
司会　　それでは第16回ダイワハウスコンペティションのテーマは「触れて
触れられる家」にしたいと思います。

応募者に期待すること

小堀　　「触れて触れられる」は、何かが共鳴していることを感じられて面
白い言葉だと思います。魅力的な提案を期待します。
堀部　　自身の五感と他者の五感を感じざるを得ない言葉が見つかったと
思います。それを踏まえてかたちをつくってもらいたい。オンラインやテレワー
クのよさもありますが、物理的に「触れて触れられる」ことも大事です。その
両立を考えてもらいたいと思います。
平田　　目に見えなくても、さまざまなかたちで「触れて触れられる」ことが
あります。人間同士の「触れて触れられる」の関係を超えて、「触れる」とい
う言葉がもっている、もう少し大きな意味を考えてください。多様な案が出
てくることを期待します。
南川　　「触れて触れられる」には、
テーマ会議の中で出てきた関わりや高
め合うという意味が含まれています。
コロナの状況にも繋がるテーマになっ
たと思います。応募者の方がたにはそ
の意図を汲んでもらい、人との関わり
を高め合うことを表現してもらいたいと
思います。
青木　　「触れる」と「触る」がどのよ
うに異なっているのかを自分の体験を
もとに考えてください。同じ道具を使う行為でも「触る」道具と「触れる」道
具ではその意味することが異なります。たとえばのこぎりを使う時、自分の
手の延長と意識しているのこぎりは「触れる」ですが、自分とは異なるいわ
ゆる道具の機能だけとすれば「触る」です。「触れる」と「触る」は、自分が
他者と、どのような境界で接しているかということに関わると思います。そこ
を考えた家の提案を期待します。

（2021年4月16日大和ハウス工業東京本社にて。文責：本誌編集部）
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